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リストのソナタなどでは、得も言われぬ神秘的で深遠な世界を
描き出す。しかも、テクニック面ではどんな難所が訪れようと
余裕しゃくしゃく、見ていてなんだか小憎らしいほどだ。さらに、
時折垣間見えるイスラム的な色彩感や感性が唯一無比の個性、
武器となり、私たちが日ごろなじんでいる欧米の作品に新たな
光を照射して、新鮮な発見をもたらしてくれることも特筆すべき
魅力だろう。
　今回は、そんなアブドゥライモフの気合いが漲るプログラム。
何度も試行錯誤しながら決まったものなので、彼の志向や持ち味
を心ゆくまでご堪能いただけるに違いない。フランクとラヴェル
では繊細さと洗練されたピアニズムを披露し、ウズベキスタン
の現代作曲家ディロロム・サイダミノヴァでは強靭なテクニック
と神秘的なイスラム独自の世界観・色彩感を聴かせてくれる。
得意とするロシアものから、ラフマニノフでは深みのある音と
圧倒的な響きを、そしてプロコフィエフ《ロメオとジュリエット》
では、切れ味鋭いタッチと軽妙な響きを自在に駆使し躍動感
溢れる歯切れよい演奏で客席を魅了するだろう。
　日頃トッパンホールで眼にし耳にするタイプとはひと味もふた味
も異なるアブドゥライモフ。唯一無二の個性に出会える貴重な
機会、ぜひお聴き逃しなく！

　欧米のコンサートシーンでその名を轟かせる、ウズベキスタンの
首都タシケント生まれのピアニスト、ベフゾド・アブドゥライモフ
が、海外の若手演奏家をいちはやく東京の音楽シーンに紹介
する〈エスポワール スペシャル〉の19代目としてトッパンホール
に登場する！
　1990年、抜けるような青空「サマルカンドブルー」が印象的な
タシケントでムスリムの家庭に生まれ、母親からピアノの手ほどき
を受けたというアブドゥライモフは、たぐいまれな才能で神童ぶり
を発揮、2009年のロンドン国際ピアノ・コンクール優勝を契機
に、デュトワやゲルギエフなど名指揮者との共演、デッカレーベル
との契約と、破竹の勢いで世界のピアノシーンを席巻。日本でも、
オケとの共演やリサイタルで、これまでも幾度かパフォーマンス
を披露しているが、ここ最近は、欧米での活躍に比して、紹介
される機会は限られていたのが実情だ。持ち味であるキレのよ
いテクニックにおとなの円熟味が加わり、アーティストとして脂の
のった今こそ、アブドゥライモフの真の魅力を皆さまに知ってい
ただく絶好の機会と判断、東京での初リサイタルを企画した。
　アブドゥライモフのピアノは豪胆かつ鮮やか。それ故、高度な
ヴィルトゥオジティにばかり注目が集まりがちだが、圧倒的な
技巧の中に繊細さと豊かな歌ごころもしっかりと共存し、たとえば


